






Chemical Modification of Water Receptor in the Frog
2. Effects of DEP, AI and HNBB









































































































































































































































試　薬 濃　度 作用時間 なし Ca Na両方







60秒間 1 14mM10秒間 2 1
15秒間 1 1 1
HNBB 30秒間 1 18mM30秒間 110mM15秒間 1
30秒間 1
60秒間 1
AI 50mM15秒間 1 2
なし：抑制なし；Ca：Ca応答のみ抑制；
Na：Na応答のみ抑制；両方：両応答とも抑制
　表1に，使用したHNBBの濃度，作用時間，抑
制の有無および標本数を示す．とくに顕著な作用
が認められなかった標本は3例，Ca応答のみ阻害
された標本は7例，Ca応答とNa応答の両応答と
も阻害された標本5例であった．
　表1に見られるごとく，両応答共に阻害された
のは2mMから10　mMに亙っていた．
考 察
　Armstrong　et　aL1）は，イカ巨大神経線維の内部
をプロナーゼEで灌流すると，電位依存性カリウ
ムチャネルおよび電位依存性ナトリウムチャネル
には影響なしに，電位依存性ナトリウムチャネル
の不活性化過程のみを選択的に阻害することを見
出した．Hiji12）は，ラットの舌表面にトリプシンや
パパインを1時間以上与えても四基本味に対する
応答に変化が見られなかったが，プロナーゼEを
20分間与えると，塩味，酸味および苦味応答の変
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化なしに，甘味応答が消失することを見出してい
る．また，Yoshii　et　al．35）は，アフリカツメガエル
の味覚受容器のアミノ酸に対する応答のうち，緊
張性応答がプロナーゼE処理で選択的に阻害され
ることを示している．さらに，Kitadal3・i4）は，
0．05－0．1％プロナーゼEをウシガエル舌表面に
15－20分与えたとき，1％CaC12溶液に対する応
答は阻害されたが，O．5MNaCl（pH　4．5）に対す
る応答が阻害されないことを見出している．以上
の知見は，プロナーゼEが膜結合蛋白であるイオ
ンチャネルや味覚受容蛋白の一部を特異的に分解
する能力があることを示す．しかし，プロナーゼ
EはStreptomyces　griseusから得られるいくつ
かの蛋白分解酵素の混合物であり，どのアミノ酸
残基を特異的に加水分解するかはよく分っていな
い．そこで，プロナーゼEによる阻害の有無は，
確かにイオソチャネルや味覚受容部位に種類が区
別されることは示すものの，それ以上のことは教
えてくれない．
　前研究39）で，チロシナーゼを除く，プロナーゼ
E，α一キモトリプシン，ヒスチナーゼ，トリプト
ファナーゼのすべてが，Na応答を阻害すること
なしにCa応答を消失させることを示した．α一キ
モトリプシンは，蛋白質またはペプチド中の芳香
族側鎖をもつアミノ酸残基（トリプトファン，フェ
ニルアラニン，チロシン）のα一カルボキシル基
側ペプチド結合を加水分解するが，ヒスチジン，
ロイシンおよびメチオニンなどの大きな疎水基側
鎖をもつものにも作用する37）ので，α一キモトリ
プシン，ヒスチナーゼおよびトリプトファナーゼ
が加水分解する共通のアミノ酸残基としては，ト
リプトファンとヒスチジンが挙げられる．しかし，
プロナーゼEを含め，これら蛋白分解酵素による
Ca応答の失活はあまり特異的とは言えず，　Ca応
答とNa応答の両者が共に失活した例およびCa
応答もNa応答も共に失活しなかった例も少なか
らず見られた．
　そこで，本研究では，トリプトファン残基の化
学修飾試薬HNBB，ヒスチジン残基の化学修飾試
薬DEPおよびチロシン残基の化学修飾試薬AI
を用いることによって活性中心のアミノ酸残基を
特定することを試みたが，前研究の蛋白分解酵素
の場合と同じく，これら試薬によるCa応答の失
活はあまり特異的とは言えず，Ca応答とNa応答
の両者が共に失活した例およびCa応答もNa応
答も共に失活しなかった例も少なからず見られ，
明確な実験結果とはならなかった．
　しかしながら，多くの動物の酸応答および塩応
答の受容部位が，それぞれKイオンチャネルおよ
びアミロライド感受性Naイオンチャネルではな
いかと考えられている3°）．カエルについても，アミ
ロライドがNa応答を抑制することが見いだされ
ている21）ので，カエル味細胞のNa応答の受容部
位もアミロライド感受性Naイオンチャネルであ
る可能性が高い．一方，Ca応答の方は，環状AMP
によって閉鎖する電位非依存性Kイオソチャネル
が関与す と言われており27），受容部位はイオン
チャネルではなく，アデニル酸シクラーゼを賦活
する受容蛋白にCaイオンが結合することによっ
て水受容細胞の興奮が起っている可能性が考えら
れる．従って，Ca応答とNa応答の蛋白分解酵素
に対する感受性の差異は，イオンチャネルと受容
蛋白の違いによるものかも知れない．
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